
 

 

 

 
 
 
 
 
 

後援会の最大事業の一つで、全体会において各学科の先生による学科の説明、教

育方針、大学の近況等をお話いただきます。 

続いて、個人面談が行われ、ご子息の成績表をもとに各担当の先生と１対１で直

接相談に乗っていただけます。 

普段なかなかお話しする機会のない大学の先生方や地元の会員同士の交流を深め

ていただいております。 
 
そこで、個人面談では、 

１ このような方のお悩みに、丁寧に答えていただけます。 

注：「大学の実力調査」で留年率は、１１～１２％です。（１０人に１人は、留年？） 

 

２ だからこそ、個人面談に参加していただきたいのです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※特に不安でない方も、１年から３年のお子様をお持ちの方は、 
個人面談で相談されることをお勧めします。 
気軽に、学内でのお子様の様子を伺えますし 
面談でお話することで、不安が解消されたり 
新たな目標を教えていただいた方も居られます。 

   でも、留年すると半年の学費
が約７５万円は、厳しい！ 

そして、子供は大丈夫としか言
わないし・・・ 
大学での生活状況も気になる。 

毎年７月の読売新聞に掲載
される「大学の実力調査」
では・・・ 
日工大の卒業率が約６８％
と決して高くありません。 

これは、就職後使え
る人材を育成するた
めに必要なことと理
解していますが！ 

次の様な事も気軽に聞けます。 

1 学年 ・成績表の見方は？ 
・2 年次に希望するコースには、行けるの？ 

２学年 ・苦手科目の克服について支援してもらえる？ 
・落とした科目の修得は？ 

３学年 ・履修単位は、このままでいいの？ 
・必要な科目を履修している？ 
・不足科目を履修するには？ 
・大学院に進める？ 

４学年 ・卒業要件を満たしている？ 
・就職状況は？ 

全 般 ・履修の状況は、問題ない？ 
・大学での様子は？ 

 

このようなご父兄
は、地域別教育懇
談会で個人面談を
お受けください。 

面談を担当する先生は、
お子様の履修の状況の
他、色々なことを事前に
調べてきてくれます。 

お時間の都合が付かない方
は、個人面談だけ参加され
ても結構です。 

「地域別教育懇談会」は、皆様から
納付いただいている後援会費で運営
されております。 
ですから、参加されないのは 
「もったいない！」 


